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監査の結果に関する報告に基づいて講じた措置の公表 

 

 監査の結果に関する報告に基づいて講じた措置について、佐倉市長及び佐倉市農業委員会会長より通

知があったので、地方自治法(昭和２２年法律第６７号)第１９９条第１２項の規定により、次のとおり

公表します。 

 

監査結果告示日 平成２９年１２月１８日 

措置結果告示日 平成３０年 ３月２９日 

 

佐倉市監査委員 山 口   勉  

佐倉市監査委員 松 田 和 哲  

佐倉市監査委員 川名部   実  

 

平成２９年度定期監査及び行政監査(第１回) 

監査対象部署 

［予備監査及び監査委員監査］ 

企画政策部（秘書課、企画政策課、財政課、広報課）、税務部（市民税課、資産税課、収税課） 

産業振興部（農政課、産業振興課）、土木部（土木管理課、道路維持課、道路建設課、治水課） 

   危機管理室、農業委員会事務局 

［書面審査］ 

総務部（行政管理課、情報システム課）、健康こども部（子育て支援課、児童青少年課、健康増進

課、生涯スポーツ課）、産業振興部（佐倉草ぶえの丘）、都市部（都市計画課、公園緑地課、建築住

宅課、市街地整備課）、選挙管理委員会事務局 

指  摘  事  項  等 措  置  結  果  等 

１ 指摘事項 

（１）現金等取扱い事務について 

ア 現金取扱いマニュアルの不備（産業振興課、

土木管理課） 

     佐倉市財務規則第３６条では、収納出納員は、

直接収納した現金等は、即日又はやむを得ない

場合は翌営業日中に指定金融機関に払い込まな

ければならないと規定されている。 

しかし、飯野台観光振興施設における「佐倉

市飯野台観光振興施設管理運営事業使用料に関

する取扱いについて」によると、使用料の集金

は毎週月曜日及び月末日に職員が回収するとさ

れている。その結果、１週間分の使用料として

多額の現金が施設において保管されるという事

態が生じた。 

また、同施設においては、使用の許可の際に 

納入された使用料については現金出納簿に記録

するとあるが、実態は納入された使用料につい

て毎日記録することをせず、概ね１週間ごとに

担当課である産業振興課が集金する際に受領し

た金額をまとめて、納入された使用料の金額と

して記録していた。 

また、道路幅員証明手数料に係る「現金取扱

いマニュアル」によると、現金出納簿は月ごと

１ 指摘事項 

（１）現金等取扱い事務について 

ア 現金取扱いマニュアルの不備 

（産業振興課） 

飯野台観光振興施設における使用料の集金に

つきましては、佐倉市財務規則に則った適正な

集金事務が行えるよう、マニュアルの見直しを

実施し、収納現金の指定金融機関への払込み頻

度も改善を図るよう努めます。 

また、現金出納簿の書式や記録方法につきま

しても、併せて改善を図ります。 

 

(土木管理課) 

道路幅員証明手数料に係る「現金取扱いマニ

ュアル(現金出納簿)」については、手数料受領

の都度、管理者である課長の決裁を受けるよう

既に見直しのうえ実施しております。 
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指  摘  事  項  等 措  置  結  果  等 

に印刷し管理者である課長の決裁印を押すとし

ているが、これでは日々の現金有高と帳簿残高

のチェックという現金出納簿の整備目的を果た

しているとは言えない。 

現金の紛失、着服、盗難等のリスク防止のた

め、マニュアルの見直しと収納現金の指定金融

機関への払込み頻度について改善を図られた

い。 

 

イ 佐倉市財務規則及び現金取扱いマニュアル

の徹底（危機管理室、佐倉草ぶえの丘） 

  佐倉市財務規則第３６条では、収納出納員は、 

直接収納した現金等は、即日又はやむを得ない

場合は翌営業日中に指定金融機関に払い込まな

ければならないと規定されている。 

しかし、佐倉草ぶえの丘においては、「佐倉草 

ぶえの丘現金取扱いマニュアル」を備え付けて

いるが、現金出納簿では、1週間分の現金をまと

めて指定金融機関に入金していることが記録さ

れ、多額の現金が施設において保管されていた。 

また、「佐倉市災害共済掛金（現金）取扱いマ 

ニュアル」によると、業務開始時に現金の確認

を行い、現金があった場合には速やかに金融機

関への納入手続を実施するとしているが、現金

出納簿を見ると、かかる現金取扱いマニュアル

に従わず、数日間、金融機関への収納手続を怠

っていた。 

  現金の着服、盗難等のリスク防止のため、マ 

ニュアルに従った事務処理の徹底をされたい。 

 

ウ 現金出納簿の様式及び記載不備（行政管理

課、健康増進課、産業振興課、佐倉草ぶえの

丘、道路維持課、都市計画課、建築住宅課、

市街地整備課、農業委員会事務局） 

    佐倉市財務規則第５０条第２項では、収納出納

員は現金出納簿を備え、第３５条に規定する直接

収納に係る現金等の受払を記載して整理しなけ

ればならないと規定されている。 

しかし、現金を取り扱う部署において、会計室

から釣銭用現金を借用しているにもかかわらず、

釣銭用現金について現金出納簿に記載されてい

なかった。 

    また、農地に関する証明手数料の現金出納簿に

おいて、入金の記載のみで会計室への払込みの実

績を記載する欄が作成されていなかった。さら

に、入金の際に管理者である事務局長が確認する

ことになっているにもかかわらず、事務局長の確

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 佐倉市財務規則及び現金取扱いマニュアル

の徹底 

（危機管理室） 

平成２９年１２月１９日より「佐倉市災害共

済掛金（現金）取扱いマニュアル」に基づく納

入手続きを徹底するようにいたしました。 

 

（佐倉草ぶえの丘） 

   佐倉草ぶえの丘における現金収納事務につき

ましては、佐倉市財務規則に則った適正な事務

が行えるよう、マニュアルに収納現金の指定金

融機関への払込みについて記載し、改善を図る

よう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 現金出納簿の様式及び記載不備 

（行政管理課） 

会計室から借用している釣銭用現金につきま

しては、従来、現金出納簿とは別につり銭種別

確認書を作成し確認・管理しておりましたが、

平成３０年１月分から、現金出納簿に釣銭用現

金の額を含めて記載し、これを従来からのつり

銭種別確認書を併せ用いる形へ運用を改めまし

た。 

 

（健康増進課） 

会計室から借用している釣銭用現金につい

て、現金出納簿に記載し適切な管理を行うよう

改善いたしました。 

 

（産業振興課、佐倉草ぶえの丘） 

現金出納簿における釣銭を含む現金等の受払
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指  摘  事  項  等 措  置  結  果  等 

認印が無いなど、内部統制が機能していないもの

があった。 

現金の紛失や着服というリスク防止のため、早

急に佐倉市財務規則の趣旨をよく理解し適切な

事務処理をされたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 切手等の適正な管理（行政管理課） 

切手等については、現物の受払いを受払簿に記

載してチェックすることとしている。 

しかし、行政管理課については、切手受払簿に

日付なしが１件、切手受払簿の現在高が月末の累

計のみ記載されていた。 

切手の紛失、盗難、横領等を防止するため、

切手受払簿への記載は正確を期されたい。 

  

（２）契約事務について 

ア 随意契約締結の理由選択誤り（企画政策課、

広報課、収税課） 

  随意契約締結の際、随意契約の根拠となる地方

自治法施行令第１６７条の２第１項に記載され

ている理由の選択誤りが８件（企画政策課４件、

広報課２件、収税課２件）認められた。 

  事務処理要領等マニュアルの徹底及び組織内

の内部統制機能を構築し、再発防止に努められた

い。 

 

 

 

イ 予定価格書の作成漏れ及び見積書徴取漏れ

（広報課、収税課、農業委員会事務局） 

随意契約を行うに当たっては、佐倉市財務規則

第１４３条各号のいずれかに該当する契約を除

き、事前に予定価格書を作成すると規定されてい

る。 

記録につきましては、佐倉市財務規則に則り適

正なものとするよう事務処理の改善を図りま

す。 

 

（道路維持課） 

釣銭用現金については、つり銭金種別確認書

に記載し管理していましたが、現金出納簿に記

載するよう改めました。 

 

（都市計画課、建築住宅課、市街地整備課） 

現金出納簿を修正し、釣銭用現金を記載いた

しました。 

 

 （農業委員会事務局） 

  現金出納簿については、会計室への入金欄を

設けました。 

  事務局長の確認を徹底し、佐倉市財務規則に

則り、適切な事務処理を行います。 

 

エ 切手等の適正な管理（行政管理課） 

切手受払簿につきましては、現物の受払を適

正に管理できるよう、受払日付等の記載になお

一層注意を払ってまいります。 

   また、現在高につきましては、平成３０年１

月分から、受払のあった都度記載するよう運用

を改めました。 

 

 

（２）契約事務について 

ア 随意契約締結の理由選択誤り 

（企画政策課、広報課） 

随意契約の根拠条項の記載誤りについては、

契約事務の簡略化を目的とした地方自治法施行

令第１６７条の２第１項第１号の趣旨に鑑み、

適切な理由選択を徹底してまいります。 

 

（収税課） 

 随意契約の根拠法令の選択につきましては、

根拠法令・事務処理要領等を遵守の上、今後は

適切な事務処理に努めてまいります。 

 

イ 予定価格書の作成漏れ及び見積書徴取漏れ 

（広報課） 

今後は、予定価格書の作成漏れがないよう、

佐倉市財務規則を遵守してまいります。 
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指  摘  事  項  等 措  置  結  果  等 

しかし、「佐倉市ウェブサイト・コンテンツマ

ネジメントシステム運用事業」及び「平成２９年

度小学校平和映画会事業上映委託」の２件（広報

課）、「平成２９年度税務法律相談業務委託」（収

税課）については、予定価格書がないまま随意契

約が締結されていた。 

また、「平成２９年度佐倉市農地基本台帳シス

テムソフトウェア保守業務委託」（農業委員会事

務局）については、予定価格書の作成及び見積書

の徴取がないまま随意契約が締結されていた。 

今後は、佐倉市財務規則を遵守し、適正な事

務処理をされたい。 

 

ウ 設計又は積算根拠書類の添付漏れ（収税課） 

契約執行の際は、佐倉市契約事務要綱第４条

に、当該事業に関する設計又は積算の根拠となる

図書類を添付すると規定されている。 

しかし、「平成２９年度市県民税特徴（地方税

納入サービス分）消込データ作成委託」について

は、設計又は積算の根拠となる設計書の添付がな

いまま随意契約が執行されていた。 

また、「平成２９年度税務法律相談業務委託」

及び「訴訟委託契約（４月１日契約分）」の２件

については、設計又は積算の根拠となる仕様書の

添付がないまま随意契約が執行されていた。 

さらに、「訴訟委託契約（６月１日契約分）」に

ついては、設計又は積算の根拠となる設計書及び

仕様書の添付がないまま随意契約が執行されて

いた。 

今後は、佐倉市契約事務要綱を遵守し、適正 

な事務処理をされたい。 

        

（３）文書の収受について（企画政策課、広報課、

農政課、産業振興課、土木管理課、道路維持

課、危機管理室） 

佐倉市文書管理規程第１２条では、第３号に掲

げる印刷物等を除き、第１号で、文書及び荷物は、

直ちに開封して確認の上、文書の余白に文書収受

印を押印すると規定されている。 

しかし、補助金の交付申請に係る申請書４件（産

業振興課２件、道路維持課１件、危機管理室１

件）、交付金申請に係る申請書３件（産業振興課）、

負担金に係る通知書２件（企画政策課１件、土木

管理課１件）、後援等に係る実績報告書２件（広

報課）に収受印の押印がなかった。 

また、補助金の実績報告書１件（農政課）につ

いては、実際の収受日と異なる誤った日付で収受

（収税課） 

   予定価格書の作成につきましては、佐倉市財

務規則を遵守の上、今後は適切な事務処理に努

めてまいります。 

  

（農業委員会事務局） 

  今後、佐倉市財務規則を遵守し、適切な事務

処理を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

ウ 設計又は積算根拠書類の添付漏れ（収税課） 

設計・積算根拠書類の添付につきましては、

佐倉市契約事務要綱を遵守の上、今後は適切な

事務処理に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）文書の収受について 

（企画政策課、広報課） 

佐倉市文書管理規程に則った文書収受を徹底

してまいります。 

 

（農政課、産業振興課） 

佐倉市文書管理規程に基づく文書の収受につ

きましては、今後収受印の漏れや誤りがないよ

うダブルチェックを徹底するなどし、適切な事

務執行に努めてまいります。 

 

（土木管理課、道路維持課） 

佐倉市文書管理規程に基づき、適正に文書収

受を行ってまいります。 
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指  摘  事  項  等 措  置  結  果  等 

印が押印されていた。 

今後は、佐倉市文書管理規程に基づく文書収受

を徹底されたい。 

 

（４）文書管理の徹底について 

（農業委員会事務局） 

農地に関する証明交付申請書について、申請の

取下げがあったことを理由として、当該申請書を

破棄している事実が認められた。 

市が収受した文書は佐倉市文書管理規程に基

づき適切な管理を要することから、今後は厳格な

文書管理をされたい。 

 

（５）少子化対策等を担当する組織の在り方につ

いて（企画政策課） 

少子化対策担当やシティプロモーション担当

を配置して市の今後の課題検討や対外活動を行

っているが、単なるかじ取り役の感が否めず、全

庁的に統括したプロジェクトチームとしての組

織体制作りができていない。この体制では、少子

化対策やシティプロモーションについて有効な

施策を推進するには不十分である。関係する部署

を参集し、組織横断的に将来像を検討する強力な

体制を構築されたい。 

 

 

（６）平和施策に関する事業評価について 

（広報課） 

平和啓発行事について、市民活動を行う市民団

体と共催し、毎年負担金を支出しているが、参加

者からアンケートを徴するなどして事業評価を

行い、有効性を検証されたい。 

 

（７）佐倉市農村婦人の家における使用実態のな

い備品について（農政課） 

佐倉市農村婦人の家に農産物加工用として備

え付けられている落花生煎り機については、こ

こ数年利用が全くない状況にある。佐倉市和田

農産加工実習所に使いやすい落花生煎り機があ

るため、利用者は同加工実習所に出向くことが

要因である。同婦人の家の備品を使用のないま

ま放置することは、平成２１年当時の備品購入

に著しく経済性を欠くこととなる。有効利用に

ついて早急に改善措置を講じられたい。 

 

（８）補助金事業に関する実績報告書について 

（農政課） 

（危機管理室） 

佐倉市文書管理規程に基づく文書収受を徹底

してまいります。 

 

（４）文書管理の徹底について 

（農業委員会事務局） 

  今後、文書管理規程に基づき、文書管理を徹

底いたします。 

 

 

 

 

 

（５）少子化対策等を担当する組織の在り方につ

いて（企画政策課） 

平成２６年度から今年度まで、シティプロモ

ーションを担当する部署の新設を組織編制の見

直し提案として、総務部と協議してまいりまし

たが、少子化対策や２０２０年のオリンピッ

ク・パラリンピックに関する準備など組織横断

的に推進できる部署の新設や、プロジェクトチ

ームの編成等も含めて、将来都市像の実現に向

けて、定住促進や少子化対策を強力に推進でき

る組織体制を構築できるよう、引き続き、検討

してまいります。 

 

（６）平和施策に関する事業評価について 

（広報課） 

市民団体と共催でおこなっております平和事

業については、参加者数の確認や参加者アンケ

ート結果等を踏まえ、事業の有効性について評

価を行ってまいります。 

 

（７）佐倉市農村婦人の家における使用実態のな

い備品について（農政課） 

佐倉市農村婦人の家の落花生煎り機につきま

しては、改めて、同婦人の家の備品としての検

証や他の施設での利用の可能性を把握する中

で、早急に有効利用を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

（８）補助金事業に関する実績報告書について 

（農政課） 
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指  摘  事  項  等 措  置  結  果  等 

佐倉市水田農業構造改革事業補助金事業に当

たり、実績報告として、「佐倉市水田農業構造改

革事業補助金実績報告書」、「佐倉市水田農業構

造改革事業報告書」及び「佐倉市水田農業構造

改革事業収支決算書」の提出を受けているが、

当該書類は本来補助金受給者が作成すべきとこ

ろを市の担当職員がパソコンで作成している。

作成誤りを事前回避するためとの申立てである

が、これではチェック機能が働かないこととな

るので、今後厳に慎まれたい。 

 

（９）農業集落排水事業における過年度分使用料

の債権管理について（農政課） 

佐倉市農業集落排水事業特別会計における使

用料の過年度滞納繰越分の調定については、平成

２９年８月末の滞納繰越額が調定漏れとなって

いるので早急に調定を行い厳格な債権管理をさ

れたい。 

 

（10）街中にぎわい推進事業補助金の適正な運用

について（産業振興課） 

街中にぎわい推進事業補助金について、街中に

ぎわい推進事業補助金交付要綱第１３条による

と、補助金実績報告書の添付資料として領収書等

の写しが要求されているが、実際に提出された補

助金実績報告書の添付書類として領収書等の写

しがなかった。 

また、同要綱別表その９では、新聞折り込み費

や抽選会、福引等景品費など、本来は自助努力に

よって費用を捻出すべき費目まで、補助対象経費

として定めている。 

補助金交付対象団体からは、要綱に沿った事

業報告を求め、その事業の費用対効果について、

十分精査するとともに、補助金交付対象の事業及

び補助対象経費について、見直しをされたい。 

 

（11）佐倉市商店街空き店舗等出店促進補助金に

関する事務について（産業振興課） 

  佐倉市商店街空き店舗等出店促進補助金交付

要綱第１０条によると、補助金実績報告書の添付

資料として営業許可証の写しが要求されている

が、提出がないまま補助金の額の確定をしてい

た。 

   今後は佐倉市商店街空き店舗等出店促進補助金

交付要綱に基づいた処理を徹底されたい。 

 

 

 佐倉市水田農業構造改革事業補助金の実績報

告に係る「佐倉市水田農業構造改革事業補助金

実績報告書」、「佐倉市水田農業構造改革事業報

告書」及び「佐倉市水田農業構造改革事業収支

決算書」等補助金受給者が市へ提出する書類に

つきましては、補助金受給者自ら記載するよう

改善をいたしました。 

 

 

 

 

（９）農業集落排水事業における過年度分使用料

の債権管理について（農政課） 

過年度滞納分の調定につきましては、速やか

に調定を行いました。今後は、調定等の処理が

遅れることがないよう、厳格な債権管理により

適切な事務執行に努めてまいります。 

 

 

（10）街中にぎわい推進事業補助金の適正な運用

について（産業振興課） 

街中にぎわい推進事業補助金において、今後

は添付資料の漏れがないように適切な事務執行

に努めてまいります。 

また、補助金交付対象事業及び補助対象経費

について、その必要性や費用対効果などについ

て精査し、見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）佐倉市商店街空き店舗等出店促進補助金に

関する事務について（産業振興課） 

佐倉市商店街空き店舗等出店促進補助金にお

いて、今後は要綱に基づいた処理を徹底してま

いります。 
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指  摘  事  項  等 措  置  結  果  等 

（12）新町おはやし館の活性化について 

（産業振興課） 

新町おはやし館については、平成２６年に指定

管理者から直営に移行したが、管理運営について

見直しが進められた形跡が認められず、十分に活

用しているとは言えない。早急に、活用について

の改善策を講じられたい。 

 

 

 

（13）道路占用料の滞納整理事務について 

（土木管理課） 

佐倉市道路占用料徴収事務処理基準では、督

促、催告にも応じない者には、第７条で警告書を

発し、その後、道路法に基づく措置を講じると定

めているが、度重なる滞納整理でも催告までで、

同基準に基づく処理がなされていない。これによ

って、滞納整理に係る時間的及び効率的な事務が

執行されているとはいいがたい状況であること

から、毅然とした態度で執行に当たられたい。 

 

（14）占用使用料の徴収について（治水課） 

佐倉市行政財産使用料条例第４条によると、行

政財産の使用料は、使用前に納入しなければなら

ないと規定され、佐倉市道路占用料条例第３条で

は、占用料は占用許可と同時に徴収すると規定さ

れている。 

  河川占用使用料及び水路用地占用使用料につ

いて、平成２８年度分が平成２９年３月に納付が

あったことから、平成２９年度分は平成２９年９

月末を納付期限としたことに起因して収入未済

となっており、債権管理が厳格とはいえない。 

  条例の規程からは、年度当初に使用料及び占用

料を納付させるべきであることから、次年度以降

の納期限の設定について見直しをされたい。 

 

（15）安全対策工事の発注事務の適正な執行につ

いて（治水課） 

住民等の生命や財産の安全等を守るため、急傾

斜地崩壊対策事業や都市排水路改修事業の予算

が優先的に確保されているが、平成２９年８月末

に至っても未発注である。梅雨時や秋の台風シー

ズン等災害が想定される前に工事を完了してこ

そ限りある予算の有効活用であることから、安全

対策工事についてはできうる限りの早期発注に

努められたい。 

 

（12）新町おはやし館の活性化について 

（産業振興課） 

 新町おはやし館につきましては、平成２６年

の直営管理開始以来、新たな事業見直し等が行

えていない状況でございました。平成２８年に

佐倉の城下町が日本遺産に認定されたことから

も、今後は、おはやし館が新町城下町地区の活

性化に寄与できるよう、新たな活用方策につい

て早急に検討を行ってまいります。 

 

（13）道路占用料の滞納整理事務について 

（土木管理課） 

 佐倉市道路占用料徴収事務処理基準第７条の

規定に基づき、警告書を発送いたしました。引

き続き訪問等による納付指導を行いながら、同

基準に基づき適切に対処し、効率的な事務執行

に努めてまいります。 

 

 

 

 

（14）占用使用料の徴収について（治水課） 

占用使用料については、年度当初の４月に占

用者に請求することとし、納付期限を５月に設

定いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（15）安全対策工事の発注事務の適正な執行につ

いて（治水課） 

   安全対策工事の発注につきましては早期発注

に努めてまいります。 
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指  摘  事  項  等 措  置  結  果  等 

（16）公印押印簿について（行政管理課） 

    公印の使用については、押印の際に公印押印簿

に記載し、使用確認を受けることとしている。 

しかし、各所属における公印の使用について、

公印押印簿が作成されていないものや、複数の公

印を１冊の公印押印簿で管理している事例があ

った。 

また、公印押印簿の記載についても、日ごとに

ページを改め不正な記載の防止措置がとられて

いないものや、月単位で公印使用確認者印等を一

括押印している等の事例が散見された。 

公印の不正使用による偽造公文書、公文書の変

造の発生を防ぐため、公印押印簿の様式及び運用

方法を周知徹底し、公印を適正に管理されたい。 

 

  

２ 意見 

（１）市長・副市長の公務活動のスケジュール管

理について（秘書課） 

  市長・副市長の公務活動のスケジュール及び公

用車運行記録については、市民から疑惑を持たれ

ないよう透明性のある管理を行い、市民の信頼を

得られるよう努められたい。 

 

（２）市政への意見（市民の声等を含む）につい

て（秘書課） 

数多の「市民の声」を集積・分析して、市民が

関心を抱いている事項、市として対応を急ぐべき

事項等の情報を共有し、市政における事業施策の

立ち上げや優先度等を計り、予算策定に反映する

ようなシステムを構築するなど「市民の声」を有

効的に活かすようされたい。 

 

（３）平和施策事業の在り方について（広報課）  

広島、長崎への生徒派遣事業及び佐倉市平和式

典については、広報さくらにて紙面を大きく割く

などしているが、一方、戦没者追悼式等について

は、その扱いが小さいことから、平和施策事業全

般についての有効な広報の在り方について工夫

されたい。 

 

（４）課税資料電子化推進事業について 

（市民税課） 

課税資料電子化推進事業において、ｅＬＴＡＸ

を通じた電子申告の環境整備を行うとしている

が、納税者に対する電子申告勧奨がリーフレット

のみで積極的な施策がない。 

（16）公印押印簿について（行政管理課） 

公印の使用につきましては、公印の適正な管

理が徹底されるよう、公印押印簿の作成や運用

方法等につき、各所属に周知をしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 意見 

（１）市長・副市長の公務活動のスケジュール管

理について（秘書課） 

市長・副市長の公務活動のスケジュール及び

公用車運行記録について、スケジュールを適切

に管理するとともに、具体的かつ詳細な記載に

努め、透明性の確保を図ってまいります。 

 

（２）市政への意見（市民の声等を含む）につい

て（秘書課） 

「市民の声」の有効活用につきましては、来

年度から、各所属が実施計画の策定や翌年度の

予算要求に活用できるよう、情報提供を行って

まいります。 

 

 

 

（３）平和施策事業の在り方について（広報課） 

   平和施策事業における広報の取扱いについて

は、広報事業全般において、工夫・調整し、有

効な広報のあり方について検討してまいりま

す。 

 

 

 

（４） 課税資料電子化推進事業について 

（市民税課） 

   ｅＬＴＡＸを通じた電子申告の勧奨につきま

しては、市のホームページへの掲載、事業者等

への発送書類に同封、年末調整説明会に出席し

た事業者へ周知するなど普及につとめておりま
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指  摘  事  項  等 措  置  結  果  等 

今後は、中長期的な目標値を定めるなどして戦

略的な勧奨をされたい。 

 

 

 

 

 

 

（５）観光振興について（産業振興課） 

佐倉市の観光振興事業は、イベントが中心で総

合的な観光振興ビジョンが示されていない。佐倉

市の歴史、文化、自然等トータルとしてのグラン

ドデザインを描き戦略性のある総合的な観光振

興事業の在り方を企画されたい。 

 

 

 

 

 

 

（６）道路維持管理の体制強化について 

（道路維持課） 

市民の声の中で、道路の改修に係る要望が突出

して多く、また、道路破損に起因する車両破損が

少なからず発生していることに鑑み、日常的なパ

トロールの強化が必要である。その一環として、

全職員にその役割を担ってもらうことも一法で

あるので、その体制づくりを検討されたい。   

 

（７）発注事務の適正な執行について 

（道路建設課） 

平成２９年８月末において、未契約の道路整備

事業や橋梁維持事業に関する業務委託や工事案

件が非常に多い。毎年、公共工事の早期発注が叫

ばれる中、会計年度後半に発注が集中しているこ

とから、限られた予算の中で優先度の高い工事を

計画したことの意義や年度後半に集中すること

の弊害等を十分に認識して発注事務の適正な執

行に努められたい。 

 

すが、より一層の普及のため、税理士会等の関

係団体に協力依頼してまいります。 

目標値は、定めておりませんが、ｅＬＴＡＸ

を利用した電子データによる受信件数は、年々

増加してきておりますが、今後は、目標値を定

めるなどして更なる普及促進に努めてまいりま

す。 

 

（５）観光振興について（産業振興課） 

佐倉市の観光施策につきましては、第４次佐

倉市総合計画並びに佐倉市産業振興ビジョンに

基づき事業を進めているところでございます

が、市の歴史、文化、自然の各観光資源を活か

した中長期に渡る総合的なビジョンを示せてい

なかったことから、今後、日本遺産活用や、２

０２０年の東京オリンピック・パラリンピック

開催に向けたインバウンド対応を含む、市の観

光振興に係るグランドデザインの策定を鋭意進

めてまいります。 

 

（６）道路維持管理の体制強化について 

（道路維持課） 

佐倉市イントラネット【職員ポータル】を利

用し全職員に周知を図り、体制強化をしてまい

ります。 

 

 

 

 

（７）発注事務の適正な執行について 

（道路建設課） 

業務委託や工事の発注につきましては、早期

発注に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


